
玉
川

上
水

散
歩

ガ
イ

ド
　

羽
村

駅
か

ら
拝

島
駅

玉
川

上
水

散
歩

ガ
イ

ド
　

拝
島

駅
か

ら
玉

川
上

水
駅

玉
川

上
水

散
歩

ガ
イ

ド
　

三
鷹

駅
か

ら
富

士
見

ヶ
丘

駅

玉
川

上
水

散
歩

ガ
イ

ド
　

富
士

見
ヶ

丘
駅

か
ら

代
田

橋
駅

玉
川

上
水

散
歩

ガ
イ

ド
　

代
田

橋
駅

か
ら

新
宿

御
苑

駅

小
平

市
内

の
用

水
分

岐
水

門
･分

岐
口

め
ぐ

り

小
平

市
内

の
石

橋
供

養
塔

め
ぐ

り

　
　

　
　

　
発

行
　

　
　

　
　

　
2
0
0
9
年

4
月

　
　

　
　

N
o
1
～

N
o
１

３
発

行
済

　
　

レ
ン

ガ
ア

ー
チ

橋
の

旧
牟

礼
橋

(手
前

）
と

牟
礼

橋
　

そ
の

先
は

道
路

に
･･

補
給

口
よ

り
約

２
キ

ロ
先

の
多

摩
川

近
く
の

ポ
ン

プ
所

残
堀

川
の

水
源

・
狭

山
池

（
筥

の
池

）

拝
島

原
水

補
給

口
残

堀
川

と
伏

せ
越

し

こ
は

け
橋

付
近

の
原

水
補

給
口

シ
リ

ー
ズ

　
玉

川
上

水
ワ

ン
ポ

イ
ン

ト
ガ

イ
ド

2
0

Ｎ
ｏ
．

テ
ー

マ
1
4

1
8

1
9

1
6

1
7

1
5

　
　

　
玉
川
上
水
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド
　
No
.１

６

　
　

散
歩
ガ
イ
ド
 
三
鷹
駅
か
ら
富
士
見
ヶ
丘
駅

　 　
　

　
発

　
　

行
　

　
　

小
平

・
玉

川
上

水
再

々
発

見
の

会
　

　
　

 E
-
m

ai
l 
  
  
  
  
ta

m
ag

aw
as

ai
sa

i＠
ya

h
o
o
.c

o
.jp

　
　

　
代

　
　

表
　

　
　

　
　

　
庄

　
　

司
　

　
徳

　
　

治

　

　
　

　
　

　
玉

川
上

水
　

と
　

太
宰

治
  
 　

　
　

迫
る

神
田

川
の

谷
を

避
け

る
玉

川
上

水

  
１

. 
玉

川
上

水
の

概
要

  
  
  
  
 　

  
  
2
.玉

川
上

水
の

分
水

　
3
. 
玉

川
上

水
の

分
水

・
小

平
編

  
  
4
.玉

川
上

水
と

小
平

周
辺

の
新

田
開

発
  
5
. 
玉

川
上

水
の

橋
  
  
  
  
  
 　

　
　

  
6
. 
玉

川
上

水
の

水
車

  
7
. 
玉

川
上

水
の

通
船

･船
溜

り
  
  
 8

. 
玉

川
上

水
の

樹
木

･野
草

･野
鳥

  
9
. 
玉

川
上

水
と

小
金

井
サ

ク
ラ

  
 1

0
. 
玉

川
上

水
あ

れ
こ

れ
  
1
1
. 
玉

川
上

水
お

勧
め

散
歩

ガ
イ

ド
  
1
2
. 
玉

川
上

水
散

歩
ガ

イ
ド

　
玉

川
上

水
駅

か
ら

一
橋

学
園

駅
  
1
3
. 
玉

川
上

水
散

歩
ガ

イ
ド

　
 一

橋
学

園
駅

か
ら

三
鷹

駅

　
玉

川
上

水
、

そ
の

名
前

は
知

ら
な

く
て

も
、

太
宰

治
が

入
水

心
中

し
た

場
所

と
い

え
ば

全
国

的
に

も
有

名
で

は
・
・
・

　
太

宰
治

は
３

１
歳

か
ら

終
戦

前
後

の
疎

開
を

除
き

1
9
3
9
年

（
昭

和
1
4
）
か

ら
自

ら
の

命
を

絶
つ

1
9
4
8
年

（
昭

和
2
3
）
ま

で
を

三
鷹

で
暮

ら
し

た
。

　
代

表
作

の
｢津

軽
」
や

「
斜

陽
」
、

「
人

間
失

格
」
な

ど
作

品
の

大
半

は
三

鷹
時

代
に

生
ま

れ
、

仕
事

場
や

作
品

に
そ

の
名

が
登

場
す

る
な

ど
、

玉
川

上
水

周
辺

に
ゆ

か
り

の
場

所
が

残
っ

て
い

る
。

　
現

在
は

処
理

水
が

僅
か

に
流

れ
る

玉
川

上
水

も
、

太
宰

が
入

水
し

た
当

時
、

素
堀

リ
の

水
路

は
水

量
多

く
、

流
れ

は
急

で
水

面
下

の
岸

が
掘

ら
れ

謎
の

洞
穴

が
随

所
に

あ
っ

た
。

こ
れ

に
か

か
る

と
死

体
も

中
々

見
つ

か
ら

ず
｢人

食
い

川
」
と

も
呼

ば
れ

た
。

身
投

げ
者

も
多

く
太

宰
が

こ
の

年
１

６
番

目
と

さ
れ

、
太

宰
の

捜
索

中
に

も
半

年
前

の
別

の
女

性
の

死
体

が
見

つ
か

っ
た

。
前

年
は

３
３

人
に

及
ぶ

な
ど

い
わ

く
つ

き
の

流
れ

で
も

あ
っ

た
。

水
道

局
で

は
水

死
人

が
あ

る
た

び
水

を
減

ら
し

て
捜

索
し

た
。

　
太

宰
の

遺
体

も
７

日
後

に
、

約
1
.4

キ
ロ

下
流

の
｢新

橋
」
付

近
で

発
見

さ
れ

た
。

　
小

平
監

視
所

付
近

か
ら

武
蔵

野
段

丘
の

多
摩

川
と

荒
川

の
分

水
嶺

を
ほ

ぼ
直

線
に

流
れ

る
玉

川
上

水
は

、
三

鷹
駅

を
過

ぎ
井

の
頭

公
園

付
近

の
萬

助
橋

か
ら

下
流

に
入

る
と

、
し

ば
ら

く
の

間
流

路
が

複
雑

に
蛇

行
す

る
。

　
こ

れ
は

玉
川

上
水

の
左

岸
に

あ
る

井
の

頭
池

、
そ

こ
か

ら
流

れ
出

る
神

田
川

の
谷

が
迫

る
た

め
で

あ
る

。
特

に
「
新

橋
」
を

越
え

る
と

右
岸

は
小

高
い

丘
が

迫
り

、
左

岸
は

神
田

川
方

向
へ

急
傾

斜
に

な
っ

て
い

る
。

自
然

流
下

の
水

路
は

北
側

の
谷

を
避

け
、

斜
面

に
沿

っ
て

左
右

に
カ

ー
ブ

し
な

が
ら

長
兵

衛
橋

ま
で

辿
り

着
く

。
こ

の
区

間
の

水
路

は
深

く
掘

ら
れ

、
ま

た
右

岸
(南

側
）
に

比
べ

て
左

岸
が

か
な

り
低

く
な

っ
て

い
る

。

右
岸

（
手

前
)に

比
べ

て
左

岸
が

低
く
な

っ
て

い
る

(松
影

橋
付

近
）

迫
る

大
型

道
路

・
玉

川
上

水
を

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

　
牟

礼
橋

か
ら

下
流

は
玉

川
上

水
沿

い
に

放
射

5
号

線
の

道
路

工
事

が
開

始
さ

れ
る

。
片

側
1
7
.5

m
幅

の
道

路
に

挟
ま

れ
、

中
央

部
に

2
5
m

幅
の

水
路

が
残

さ
れ

る
と

か
・
・
・
。

　
　

　
　

　
道

路
計

画
の

お
知

ら
せ

板
(↑

)　
　

　
当

然
な

が
ら

反
対

運
動

が
(↓

）

入
水

地
近

く
の

ポ
ケ

ッ
ト

パ
ー

ク
に

あ
る

　
太

宰
治

碑
か

ら

「
井

の
頭

」
の

名
付

親
は

三
代

将
軍

家
光

　
当

初
井

之
頭

池
は

池
の

中
に

湧
き

水
が

７
カ

所
あ

っ
た

の
で

 「
七

井
の

池
」
と

呼
ば

れ
て

い
た

。
『
江

戸
名

所
図

会
』
に

よ
る

と
、

寛
永

６
年

（
1
6
2
9
）
春

、
三

代
将

軍
家

光
が

鷹
狩

り
の

折
、

こ
の

地
を

訪
れ

た
際

、
池

の
名

前
を

尋
ね

た
の

で
 「

七
井

の
池

」
 と

答
え

た
と

こ
ろ

、
家

光
は

池
の

近
く

の
辛

夷
の

樹
に

小
柄

で
、

「
井

の
頭

」
 と

彫
り

付
け

た
。

以
後

、
こ

の
池

を
 「

井
の

頭
池

」
 と

称
す

る
よ

う
に

な
っ

た
と

い
う

。
即

ち
、

泉
水

の
第

１
等

の
池

と
い

う
意

味
で

あ
る

。


